
〇 Society5.0時代の到来により社会や産業構造が変化する中、予測困難な時代を生き抜くための知識・技術と、生涯に
わたって学び続ける態度が不可欠

〇 デジタルトランスフォーメーション、第４次産業革命を担うため、専門高校における高度職業人材の育成と確保が必要

第25期 滋賀県産業教育審議会 論点まとめ
これからの産業教育の在り方
１ 社会の変化に対応した産業教育について ２ 教育環境の充実について

諮問内容

・従来の産業区分にとらわれない、異分野融合、新しい産業を志向することが必要
・学校が育てたい人材像と、産業界・事業所が求める人材像の間には一定のギャップがある
・人口減、専門高校への志願者減を踏まえ、アウトカム（人材像、出口としての進学、就職）の魅力化が必要
・産業教育施設・設備の更新には多額の費用がかかるため、それらすべてに対応していくことは現実的に困難
・これからの産業教育を考える上で、持続可能な仕組みと地域との協働は、必要不可欠な視点

◆教育の質保証、ニーズを踏まえた学習内容の充実
学校にて学ぶべき基礎的な知識・技術に加え、課題解決能力、論理的思考力、想像力を養うとともに、産業界が求める最新の知識、技術にも触れる機会の創出

◆キャリア教育の推進
学校と地域企業が連携し、専門高校では、より効果の高い中長期のインターンシップの導入を検討。また、勤労観・職業観の育成としてアントレプレナー教育の実施

◆多様な進路選択、進路保障
専門高校を卒業後、大学等へ進学する者も増えており、就職、進学の両面をサポートできる体制づくりや、コース選択制の採用も視野に入れる。

◆Society5.0社会への対応、他分野交流、教科横断的な取組の推進

超スマート社会への対応。産業の複合化が進む中、学科の枠を超えた開講科目の乗り入れや、複数学校間の連携など、産業人材のニーズに幅広く対応できる教育の実施

◆学校外の教育リソースの活用、大学や企業との連携
地域の教育リソースを把握し、効果的に活用することが重要。特に、産業の専門家としての人的資源の活用と、大学や企業にある最新機器・機械の設備に触れる機会の創出

◆中学校との連携、魅力の発信
中学生が将来のキャリアパスや職業選択に向けて考えを深める機会を提供し、専門高校進学への橋渡しとなるような連携を実施

◆優れた取組の創出
マイスター・ハイスクール（文部科学省）、SSH（JST）、GAP認証（日本GAP協会）、STEM（STEAM）教育など、先進的で優れた教育の戦略的な創出
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答申（案）の提示

背景
・

課題

１ Society5.0社会に対応した人材育成について

２ 地域や産業界と連携した産業教育について

３ 産業教育の推進にかかる環境整備について

４ 魅力を伝える方策について

専
門
高
校

共
通
の
視
点
と
方
向
性

☞目指すべき人材像、求められる人材像、ＡＩ、ＩｏＴ、ビッグデータ等のＩＣＴ活用能力
の育成

・変化の速いSociety5.0社会に対応するためには、基本となる部分をしっかり
身につけることが重要。民間企業等で新しい技術に触れる機会や実習を設け
ながら、既存設備で可能な最適な学習を工夫する。

・新しい技術の習得は、就職後のＯＪＴが基本。技術者の卵となる人材を育て
るには、情報活用能力や社会的なマナー、キャリア教育が重要。

・滋賀県のこだわりある産業や企業と県産業全体と高校教育を結び付けながら、
世の中に対してその価値を見出していくことが必要。

☞必要な資質能力を育むために必要な施設・設備、地域の産業界が保有する施設・
設備等の共同活用、教員の人材育成、人材の確保

・必要な機器の整備も重要だが、特に最先端の機器については、産業界に出て
行って実習をさせてもらうなど、持続可能な仕組みを考えることが必要。

・教員の人材不足について、将来、教員志望の生徒が増えるような取り組みと、
特別免許状や特別社会人講師といった制度を活用するなど人材の確保が必要。

・これからの新しい産業を教えるには、教える側にもより高いスキルが求めら
れるため、新しい知識や技術を取り入れるためにも、民間企業や大学で研鑽
を積む研修制度の充実が必要。

☞地域産業界や高等教育機関等との連携を組み込んだ計画的・系統的なキャリア教
育の構築、長期インターンシップやデュアルシステムの導入、地域や産業界の教育
資源の有効活用、専門学校および大学等との連携

・これまで以上に地域や産業界との連携を進めるためには、学校とそれらの
ニーズのマッチングをコーディネートする部署や専門人材の配置が必要。

・大企業のＣＳＲ活動と連携し、大型機械の買い替えや遊休設備等の提供を受
けるために、県と各企業が包括協定を結び、情報共有していくことが必要。

・高校生が学習の機会として参画できるようなプロジェクトやプランニングな
どの取組を企業や産業界から創出していくような働きかけが必要。

☞学生や保護者、地域社会への情報発信方法
・InstagramやTwitterといったＳＮＳや動画配信などを利用し、時代に即した
広報を展開。

・ＯＢＯＧ訪問など、卒業生が直接魅力を伝えるような機会を設ける。
・中学校教員が産業教育を知るための研修や小学校から大学までの教員の相互
交流の実施。

・高校生によるプログラミング教室やロボコン開催など小中学校との連携強化。
・県内に会場を設けて各専門高校が一堂に集まり、それぞれの魅力を伝える
「専門高校フェスティバル」のようなイベントの開催。

５ 各学科における学びの在り方について

★産業界の声 （ヒアリング調査 令和３年３～４月）

☞産業界および専門高校を卒業し県内企業に就職した２～３年目の企業人（土木、建築、福祉、農業、商業、
家庭等の各業界）に聞き取り（高校への希望や期待）を実施し、産業界の声として集約する。

審議まとめ

★これまでの議論から答申案に含める内容のイメージ

◆基礎基本を大切にした教育の実施、カリキュラム、
授業内容の不断の見直し

◆最先端技術については、大学や企業と連携し、学外
リソースを活かして、触れる機会・知る機会を提供
できる体制の構築

◆連携にあたっては、地域の産官学（企業・行政・大
学等）でコンソーシアムを形成し、地域のまちづく
り・産業振興の中に産業教育を位置づける

◆産官学連携コーディネーター、専門部署の設置

◆産業人として必要な探究心、向上心、技術者倫理と
いったキャリア教育の充実

◆社会の実態や経済活動全体から見た産業高校間交流、
コラボ・連携（同学科間、異学科間）と産業の複合
化への対応

◆産業教育施設設備、機器の充実、定期的な更新と企
業や大学の設備、機器が利用できる体制の構築

◆現場のＯＪＴを体験するための、中・長期インター
ンシップの導入

◆進学ニーズへの対応（進学クラス、進路指導）

◆高大接続、（小）中高接続の強化

◆教員の研修制度の充実（企業や大学研究機関研修）

◆ＳＮＳを積極的に利用し、見せる・体験させる・身
近に感じさせる広報の展開

◆小中学校の教員に産業教育、専門高校を知ってもら
う仕組み

第 ５ 回 会 議 令和３年７月中下旬

☞上記の４点を実現するための、各学科（農業・工業・商業・ 家庭・福祉） が抱える課題を明確にし、それぞれの人材
育成の在り方、学科の在り方を検討

◆農業：
方向) 超省力、高品質生産、スマート農業への対応、ＧＡＰ教育やＨＡＣＣＰ教育の推進
課題) 老朽化した施設・設備の更新、認証取得審査、更新等維持に係る費用
連携) 法人農家との連携、インターンシップやプロジェクト学習を通じた企業との連携

◆工業：
方向) デジタル社会に対応した最先端の知識や技術と、モノづくりの基礎的基本的技術の習得
課題) 高額な機械・機器の更新、指導者の育成と若手教員の指導力、技術力の向上、企業との関わり方
連携) 大学、企業等と単位認定も視野に入れた長期的な連携、長期インターンシップの実施

◆商業：
方向) クリエーター人材、アントレプレナー人材など新たな価値、アイデアを生み出す人材
課題) 企業の最先端の技術やノウハウを身につけた指導者の育成、研修制度の充実
連携) 地域を含めた行政、学校、大学、産業界が一体となった連携、地域づくり、まちづくり

◆家庭・福祉：
方向) ＩｏＴやＡＩの技術を使いこなせる人材、多職種協働に必要なチームマネジメント力
課題) 指導者の人材の確保、教員免許がなくても専門的な指導ができる人材の登用制度
連携) 地域や産業界、高等教育機関との連携を推進するコーディネーターの配置、教育資源バンク

滋賀県の産業教育
滋賀らしい学び

ベースとなる視点
「未来を拓く心豊かでたくましい人づくり」

①～SDGｓ ＭＬＧｓ～

持続可能な社会の実現
社会的課題を起点にした学び

②～しがCO2ネットゼロ～

琵琶湖を預かる環境
先進県としての産業教育

実態社会との調和
産業・経済を俯瞰した学び

連携・協働

資料２－１

学びを支える教員の資質向上、人材確保

第 ４ 回 会 議 令和３年６月１６日

答申（素案）の策定
7



中学３年生, 

74.3%

中学２年生, 

17.1%

中学１年生, 

5.7%

中学入学前, 

2.9%

中学３年生

中学２年生

中学１年生

中学入学前

高等学校の学びと就職に関する卒業生調査結果について （概要） 

○ 目  的   本調査は、滋賀県教育委員会が、これからの高校教育の在り方を検討するにあたって、

高等学校における学びの現状を把握するとともに、今後の産業教育や人材育成を検討す

るための参考資料として活用することを目的とする。 

○ 調査対象   県立高等学校を平成30年３月以降に卒業した生徒のうち、県内の事業所に就職後、勤

務年数が２年から３年経過した者 

○ 調査時期 令和３年３月25日から令和３年４月28日まで 

○ 調査方法 調査対象の人選は、県内関係団体に推薦依頼を行うこととする。 

ヒアリング調査用紙の送付または、Web回答による記入式アンケートによる 

○ 調査項目 在籍時の学びを振り返り、今後の高校教育への期待や要望について 

別紙、アンケート調査票のとおり 

○ 回答数等   調査依頼数 40人 回答数 35人 回答率 87.5％ 

Ⅰ 回答者属性 

（１）出身学科別 

農業科 工業科 商業科 総合学科 普通科 通信部 

11.4 20.0% 11.4% 31.4% 22.9% 2.9% 

（２）卒業年度別 

2015年3月卒 2016年3月卒 2018年3月卒 2019年3月卒 2020年3月卒 

2.9% 2.9% 48.6% 25.7% 20.0% 

（３）業種別 

製造業 建設業 
卸小売 
飲食業 

農林漁業 
運輸通信
倉庫業 

サービス業 
福祉 

（介護職） 

21.9% 12.5% 18.8% 12.5% 18.8% 6.3% 9.4% 

Ⅱ  高等学校入学前のこと 

問１ 志望校を決めたのはいつですか 

資料２－２ 
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Ａ．専門的な知識や技術が身につけられるから

Ｂ．興味のある分野の勉強ができると思ったから

Ｃ．将来、自分に向いている仕事に就けると思った

から

Ｄ．就職に有利だと思ったから

Ｅ．進学に有利だと思ったから

Ｆ．資格が取得できるから

Ｇ．施設や設備など、学習環境が充実しているから

Ｈ．やりたい部活動があったから

Ｉ．校風やイメージが自分に合っていると思ったから

Ｊ．通学しやすいから

Ｋ．入試の難易度が自分の学力にちょうど良いと

思ったから

Ｌ．中学の先生や家族に勧められたから

Ｍ．学習塾で勧められたから

Ｎ．学校説明会などに参加してよかったから

Ｏ．ほかに選択がなかったから

とてもあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない まったくあてはまらない 該当なし

問２ あなたが志望校を決めた理由として、次のことがらはどれくらいあてはまりましたか。 

○志望校を選ぶ決め理由（上位：あてはまる）   （下位：あてはまらない） 

① 入試の難易度 ② 専門的知識  ③資格取得 ① 進学に有利  ②学習塾勧め  ③部活動

9



○今後、充実が必要の回答と、参考にした回答の差が大きいもの （期待あるが情報がなかった、少なかったもの）

① SNS、インターネット上の口コミ  ② 学校紹介動画の配信  ③ 学校の公式ホームページ

○満足度の高いもの （卒業してからも満足感が高く記憶に残るもの）

① 就職活動への支援  ② 資格取得への取組  ③ 学校生活全般

30.0%

33.3%

53.3%

3.3%

0.0%

3.3%

23.3%

40.0%

26.7%

6.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

Ａ．学校の公式ホームページ

Ｂ．学校案内のパンフレット

Ｃ．学校見学会や説明会などイベントへの参加

Ｄ．ＳＮＳ、インターネット上の口コミ

Ｅ．学校紹介動画の配信

Ｆ．進学サイトなど学校以外のインターネット

Ｇ．家族や親せきのアドバイス

Ｈ．中学校の先生のアドバイス

Ｉ．志望校に通う先輩や友人のアドバイス

Ｊ．学習塾でのアドバイス

53.3%

36.7%

43.3%

33.3%

26.7%

3.3%

10.0%

13.3%

10.0%

3.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

Ａ．学校の公式ホームページ

Ｂ．学校案内のパンフレット

Ｃ．学校見学会や説明会などイベントへの参加

Ｄ．ＳＮＳ、インターネット上の口コミ

Ｅ．学校紹介動画の配信

Ｆ．進学サイトなど学校以外のインターネット

Ｇ．家族や親せきのアドバイス

Ｈ．中学校の先生のアドバイス

Ｉ．志望校に通う先輩や友人のアドバイス

Ｊ．学習塾でのアドバイス

37.1%

17.1%

25.7%

25.7%

14.3%

34.3%

51.4%

25.7%

62.9%

60.0%

74.3%

54.3%

57.1%

54.3%

34.3%

22.9%

51.4%

20.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ａ．学校生活全般

Ｂ．普通教科の授業科目

Ｃ．専門教科の授業科目

Ｄ．総合的な学習の時間・課題研究

Ｅ．インターンシップ・ボランティア

Ｆ．部活動、課外活動

Ｇ．資格取得への取組

Ｈ．施設、設備、備品などの充実度

Ｉ．就職活動への支援

満足している おおむね満足している どちらかといえば満足していない 満足していない 該当なし

問３ 次の項目（Ａ～Ｊ）のうち、志望校を決めるための情報について、教えてください。 

１． 特に参考にした情報 

 

２． 今後、充実が必要と考えられる情報 

Ⅲ 高等学校在籍時のこと 

問４ 高校時代を振り返り、学校生活の満足度についてお聞きします。 
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○A～I「知識・能力」 J～O「思考・態度）」PQ「特定スキル」と分類した場合、授業では、「知識・能力」を、課外活

動では、「思考・態度」を、総合的学習の時間・課題研究では両方をバランスよく身につけたと感じている。

○企業が高卒者に求める資質である、教養・常識、マナーモラルといった基本的な部分については、90％以上が

身についたと回答している。一方、プレゼン・ディベートの能力、語学・PCスキルが低い傾向にある。

授業
総合的な学習の時間・

課題研究
部活動、課外活動

インターンシップ・
ボランティア

Ａ．教養・常識・社会のマナー、ルール 34.3% 22.9% 20.0% 31.4%

Ｂ．学科での専門的な知識・技能 14.3% 25.7% 8.6% 11.4%

Ｃ．論理的思考力 11.4% 14.3% 2.9% 2.9%

Ｄ．文章表現能力 22.9% 11.4% 2.9% 2.9%

Ｅ．課題解決能力 22.9% 17.1% 2.9% 5.7%

Ｆ．情報活用能力 20.0% 14.3% 2.9% 14.3%

Ｇ．プレゼンテーション能力 2.9% 20.0% 5.7% 8.6%

Ｈ．コミュニケーション能力 22.9% 34.3% 25.7% 17.1%

Ｉ．ディベート能力 14.3% 14.3% 17.1% 0.0%

Ｊ．判断力 14.3% 31.4% 17.1% 2.9%

Ｋ．主体性 5.7% 20.0% 14.3% 14.3%

Ｌ．協調性 11.4% 34.3% 25.7% 25.7%

Ｍ．責任感 0.0% 14.3% 25.7% 11.4%

Ｎ．リーダーシップ 2.9% 14.3% 8.6% 5.7%

Ｏ．チャレンジ精神 8.6% 28.6% 20.0% 14.3%

Ｐ．英会話などの語学スキル 5.7% 0.0% 0.0% 0.0%

Ｑ．パソコンなどＩＴ機器の操作スキル 28.6% 14.3% 2.9% 2.9%

22.9%

17.1%

8.6%

11.4%

14.3%

8.6%

17.1%

17.1%

5.7%

11.4%

8.6%

20.0%

17.1%

8.6%

17.1%

2.9%

25.7%

71.4%

62.9%

57.1%

45.7%

48.6%

65.7%

31.4%

65.7%

34.3%

60.0%

48.6%

60.0%

51.4%

45.7%

62.9%

8.6%

22.9%

5.7%

2.9%

25.7%

40.0%

28.6%

20.0%

45.7%

17.1%

42.9%

22.9%

34.3%

11.4%

28.6%

37.1%

17.1%

40.0%

28.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ａ．教養・常識・社会のマナー、ルール

Ｂ．学科での専門的な知識・技能

Ｃ．論理的思考力

Ｄ．文章表現能力

Ｅ．課題解決能力

Ｆ．情報活用能力

Ｇ．プレゼンテーション能力

Ｈ．コミュニケーション能力

Ｉ．ディベート能力

Ｊ．判断力

Ｋ．主体性

Ｌ．協調性

Ｍ．責任感

Ｎ．リーダーシップ

Ｏ．チャレンジ精神

Ｐ．英会話などの語学スキル

Ｑ．パソコンなどＩＴ機器の操作スキル

とても身についた ある程度身についた どちらかといえば身についていない 身についていない 該当なし

問５ 学校生活を通じて、どの程度の知識・技能・能力等が身についたと思いますか。 

 

問６ 問５の学校生活を通じて身につけたものの中で、「とても身についた」、「ある程度身についた」と回答

したものについて、次の場面でどの力が身についたと考えますか。 
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○すべての項目において、企業での実際の業務を通じて身についたと回答があり、入社後の OJT の充実がうか

がえる。

高校３年生

以降, 28.6%

高校２年生, 

31.4%

高校１年生, 

11.4%

高校入学前, 

28.6%

高校３年生以降, 

91.4%

高校２年生, 

2.9%

高校１年生, 

2.9%
高校入学前, 

2.9%

高校３年生以降

高校２年生

高校１年生

高校入学前

企業での実際の業務を
通じて

企業での研修の機会を
通じて

仕事以外の自己研鑽を
通じて

Ａ．教養・常識・社会のマナー、ルール 65.7% 40.0% 31.4%

Ｂ．学科での専門的な知識・技能 45.7% 25.7% 8.6%

Ｃ．論理的思考力 31.4% 8.6% 8.6%

Ｄ．文章表現能力 22.9% 14.3% 8.6%

Ｅ．課題解決能力 34.3% 5.7% 8.6%

Ｆ．情報活用能力 34.3% 0.0% 11.4%

Ｇ．プレゼンテーション能力 22.9% 25.7% 2.9%

Ｈ．コミュニケーション能力 40.0% 31.4% 22.9%

Ｉ．ディベート能力 25.7% 22.9% 2.9%

Ｊ．判断力 51.4% 20.0% 5.7%

Ｋ．主体性 31.4% 0.0% 11.4%

Ｌ．協調性 40.0% 22.9% 8.6%

Ｍ．責任感 51.4% 11.4% 8.6%

Ｎ．リーダーシップ 22.9% 2.9% 2.9%

Ｏ．チャレンジ精神 34.3% 22.9% 17.1%

Ｐ．英会話などの語学スキル 5.7% 0.0% 5.7%

Ｑ．パソコンなどＩＴ機器の操作スキル 40.0% 8.6% 8.6%

25.7%

45.7%

51.4%

42.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ａ．高校で学んだことを活かせる仕事に就けた

Ｂ．希望していた業種、職種に就職できた

とてもあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない まったくあてはまらない

○卒業後の進路を就職に決めたうえで高校進学する者が 1/3いる一方で、３年生段階で就職に決めた者も 1/3

いる。就職先については、９０％以上が高校 3年生になってから考えている。

Ⅳ 現在の仕事について 

問７ 卒業後の進路を就職に決めたのは 問８ いまの職場を就職先として考えたのは 

いつですか いつからですか 

問９ 現在の仕事に対して、次のことがらはどれくらいあてはまりますか。 

問１０ 問５の項目（Ａ～Ｑ）のうち、就職してから身についてきたと感じるものはどれですか。場面ごとに

お答えください。 

12



○語学、パソコン操作などの「特定スキル」については、就職後、実際の業務の中で必要となってから、身につけて

おけばよかったと感じており、高校での学びにおいては、その動機づけが重要となる。

○これからの教育に望むこと （上位）

① 資格取得  ② 最先端の技術、技能に触れる機会の充実  ③ 企業との連携、インターンシップ充実

就職後役立っているも
の

もっと身につけておけ
ばよかったもの

Ａ．教養・常識・社会のマナー、ルール 74.3% 11.4%

Ｂ．学科での専門的な知識・技能 31.4% 11.4%

Ｃ．論理的思考力 22.9% 11.4%

Ｄ．文章表現能力 22.9% 22.9%

Ｅ．課題解決能力 31.4% 20.0%

Ｆ．情報活用能力 25.7% 17.1%

Ｇ．プレゼンテーション能力 17.1% 25.7%

Ｈ．コミュニケーション能力 54.3% 11.4%

Ｉ．ディベート能力 11.4% 17.1%

Ｊ．判断力 40.0% 8.6%

Ｋ．主体性 20.0% 14.3%

Ｌ．協調性 42.9% 5.7%

Ｍ．責任感 45.7% 20.0%

Ｎ．リーダーシップ 11.4% 20.0%

Ｏ．チャレンジ精神 34.3% 14.3%

Ｐ．英会話などの語学スキル 0.0% 54.3%

Ｑ．パソコンなどＩＴ機器の操作スキル 25.7% 40.0%

17.1%

25.7%

37.1%

28.6%

37.1%

14.3%

40.0%

14.3%

31.4%

48.6%

28.6%

57.1%

45.7%

45.7%

51.4%

40.0%

57.1%

40.0%

62.9%

37.1%

37.1%

48.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ａ．教育内容の充実

Ｂ．専門的な知識・技術が身につく施設・設備の充実

Ｃ．最先端の技術、技能に触れる機会の充実

Ｄ．インターンシップ制度の充実

Ｅ．働くことの意義や人生設計を考えるキャリア教育の充実

Ｆ．大学や専門学校と連携した取組の推進

Ｇ．企業と連携した取組の推進

Ｈ．県や市町など地域と連携した取組の推進

Ｉ．国際感覚を身につけるための海外との交流

Ｊ．資格取得に結び付くカリキュラム

Ｋ．同学科間、異学科間など他の高校との交流・コラボ

とてもあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない まったくあてはまらない

問１１ 問５．学校生活を通じて身につけたものの中で、「とても身についた」、「ある程度身についた」と回答  

したものについて、就職後に役立っていると思うものはどれですか。 

問１２ 問５の学校生活を通じて身につけたものの中で、「どちらかといえば身についていない」、「身につい  

ていない」と回答したものについて、仕事をする中で、高校在籍中にもっと身につけておけばよかった 

と思うことはどれですか。 

Ⅴ 高等学校での学びについて期待や要望 

問１３ 出身高校のこれからの教育に望むこととして、次のことがらはどれくらいあてはまりますか。 
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問１４ その他、高校での学校生活を振り返って、出身高校での教育や高等学校での学びについて、今後、

充実や改善すべき点があれば、自由にお書きください。 

○座学というよりも、実際に作ったり、触ったりする授業が多かったので器用になりましたが、使う道具や機材が

古く、使いづらかったので新しい道具にしたほうが良いと思いました。先生は資格や技術をもっていてとても尊

敬していました。 

○パソコンを使う授業でプログラミングがありましたが、教科書をそのまま丸写しであったり、自由にプログラミン

グをして楽しむことがなく、プログラミングの楽しさを知ることがなく終わってしまったのが残念でした。資格をと

るだけの知識だけでなく、楽しく身につけたらもっとプログラミングやパソコンに興味をもつ人が増えて、技術職

に就職する人もでてきて学校のPRにもつながっていくと思います。 

○資格取得についてもっと順序をしっかりと定めたカリキュラムにしたり、全体で目標を定めるのではなく個人の

技量に合わせて資格を受けさせたりする等の工夫が必要。 

○もっと就職で有利になるように、高校１年生の頃から、漢検等の資格取得を授業でしてほしかった。資格が有利

になると知った高校３年生の夏頃から皆急いで勉強していたので「やりたい人がやる」から、商業高校の資格に

ように授業に組み込んでほしかった。 

○パソコン操作をもう少し授業で練習する機会を増やす。

問１５ これから進路を考える中学生や、就職を考える高校生に対して、自身のキャリアを振り返り、アドバ

イスできることがあれば、自由にお書きください。 

○学生のうちに学べることはどんなことでも学んでおく方がいいと思います。

○今、自分がやりたいことも大切やけど、今後自分がどう仕事をしているかっていうビジョンを見ることも大切。今

自分がしていることが未来の自分につながることをする。資格は取っておいて損はないし、取れれば一生ものだ

から取れるものは取ったほうが良い。

○中学の時点で就職にすると少しでも考えていれば、高校はアルバイト可能なところへ行き、短時間でもよいの

でアルバイト経験をした方が社会に出てからのコミュニケーションを０から始める難しさを少しでも緩和できると

思います。飲食業やサービス業だと尚良いと思います。就職を選ぶのは人より先に社会に入ることなので少し

でもコミュニケーション能力を高めるのが自分に自信を持つことにもつながると思います。

○少しでも興味のある部活動があれば、入っておりたほうがいい。わからないことがあれば、先生や周りの大人

に相談する。進路や就職のことはできるだけ早く決めておく。相談しやすい友達・先生を見つける。

○ここ近年では、大学に進学される方が非常に多くなっています。ですが、職種によっては高卒の方が有利な場

合も多くなっています。まずは、自身のやりたいこと明確にし、目標達成には、どのようなことをしなければならな

いのかを考え、実行に移すことが大切です。

○事務職に関しては、パソコンをある程度触れると即戦力になります

○自分の将来は自分で決めるものだから、焦らずゆっくり考えて、進路を決めるといい。
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○先生や親、友達など分からないことは聞いて、相談や質問は積極的にしていく事が大切だと思います。

○高校を選ぶ際は、友達が行くからや学力のレベルと合っているからなどで選ぶのではなく、高校を卒業した後、

どうなっていたかをしっかり考えて選んでほしい。高校によって就職に有利であったり、色々特色があるので、

なんとなくではなく、将来の事を考えてください。・就職をした後に、こんな職場だと思わなかった、ということが

あるので、配られる資料、パンフレットだけでなく、ちゃんと自分で情報収集したほうが良いです。

○まず自分の進路についてしっかり考えてから高校選びをした方がよいです。高校には、進学に強い学校、就職

に強い学校、専門学校に強い学校など様々。そして今の自分が将来何をしたいのか、何になりたいのか、未来

設計図を立ててください。学校とは交流を深め、学び知識を蓄える場所です。

○何事にも自分の意思を強く持ってほしいです。人に流されず自分自身がやらなくてはならないことなどを判断

して後悔のない選択をしてほしいです。

○自分の好きなこと（興味のある）職種を探したほうがいい。

○後悔のないようにしっかり考えて進路を決めてもらいたいです。
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※Ｗｅｂでも回答できます

「高等学校の学びと就職に関する卒業生等調査」調査票 

令和３年３月 滋賀県教育委員会 

以下、あてはまる番号や記号に〇をつけてください。［  ］内には数字または言葉を御記入ください。 

Ⅰ 回答いただく方のことについてお聞きします。 

氏 名 ［ （企業名・事業所名 ）］ 

出 身 高 校 名 ［ 高等学校］ 高 校 卒 業 年 月 （西暦）［ ］年３月 

出 身 学 科 ［   科］ 系列・類型・ｺｰｽ ［ ］ 

Ⅱ 高等学校入学前のことについてお聞きします。 

中学 

３年生 

中学 

２年生 

中学 

１年生 

中学 

入学前 

問１ 志望校を決めたのはいつですか ４ ３ ２ １ 

問２ あなたが志望校を決めた理由として、次のことがらはどれくらいあてはまりましたか。 

※該当がない場合は、空白回答としてください。 とても 

あてはまる 

やや 

あてはまる 

あまり 

あてはまらない 

まったく 

あてはまらない 

Ａ．専門的な知識や技術が身につけられるから ４ ３ ２ １ 

Ｂ．興味のある分野の勉強ができると思ったから ４ ３ ２ １ 

Ｃ．将来、自分に向いている仕事に就けると思ったから ４ ３ ２ １ 

Ｄ．就職に有利だと思ったから ４ ３ ２ １ 

Ｅ．進学に有利だと思ったから ４ ３ ２ １ 

Ｆ．資格が取得できるから ４ ３ ２ １ 

Ｇ．施設や設備など、学習環境が充実しているから ４ ３ ２ １ 

Ｈ．やりたい部活動があったから ４ ３ ２ １ 

Ｉ．校風やイメージが自分に合っていると思ったから ４ ３ ２ １ 

Ｊ．通学しやすいから ４ ３ ２ １ 

Ｋ．入試の難易度が自分の学力にちょうど良いと思ったから ４ ３ ２ １ 

〇 この調査は、滋賀県教育委員会が、これからの県立高校の在り方を検討するにあたって、

高等学校における学びの現状を把握するとともに、今後の産業教育や人材育成を検討するた

めの参考資料として活用することを目的しています。そこで、①高等学校在籍時の学びを振

り返り、今後の高校教育への期待や要望、②企業や産業界から見た人材育成の在り方、とい

う２点を明らかにすることを主眼として「高等学校の学びと就職に関する卒業生等調査」を

実施させていただくことにしました。 

〇 御意見・御回答は、統計的に処理し、匿名にて集計いたします。本調査目的以外に回答等

を使用することはございません。 

〇 調査の趣旨を御理解いただき、御協力賜りますようお願い申しあげます。 
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Ｌ．中学の先生や家族に勧められたから ４ ３ ２ １ 

Ｍ．学習塾で勧められたから ４ ３ ２ １ 

Ｎ．学校説明会などに参加してよかったから ４ ３ ２ １ 

Ｏ．ほかに選択がなかったから ４ ３ ２ １ 

問３ 次の項目（Ａ～Ｊ）のうち、志望校を決めるための情報について、教えてください。 

Ａ．学校の公式ホームページ Ｆ．進学サイトなど学校以外のインターネット 

Ｂ．学校案内のパンフレット Ｇ．家族や親せきのアドバイス 

Ｃ．学校見学会や説明会などイベントへの参加 Ｈ．中学校の先生のアドバイス 

Ｄ．ＳＮＳ、インターネット上の口コミ Ｉ．志望校に通う先輩や友人のアドバイス 

Ｅ．学校紹介動画の配信 Ｊ．学習塾でのアドバイス 

該当するもの３つ以内で〇をしてください。 

１． 特に参考にした情報 Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ・Ｇ・Ｈ・Ｉ・Ｊ 

２． 今後、充実が必要と考えられる情報 Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ・Ｇ・Ｈ・Ｉ・Ｊ 

Ⅲ 高等学校在籍時のことについてお聞きします。 

問４ 高校時代を振り返り、学校生活の満足度についてお聞きします。 

※該当がない場合は、空白回答としてください。 満足 
している 

おおむね 

満足 
している 

どちらかと

いえば満足
していない 

満足 
していない 

Ａ．学校生活全般 ４ ３ ２ １ 

Ｂ．普通教科の授業科目 ４ ３ ２ １ 

Ｃ．専門教科の授業科目 ４ ３ ２ １ 

Ｄ．総合的な学習の時間・課題研究 ４ ３ ２ １ 

Ｅ．インターンシップ・ボランティア ４ ３ ２ １ 

Ｆ．部活動、課外活動 ４ ３ ２ １ 

Ｇ．資格取得への取組 ４ ３ ２ １ 

Ｈ．施設、設備、備品などの充実度 ４ ３ ２ １ 

Ｉ．就職活動への支援 ４ ３ ２ １ 

問５ 学校生活を通じて、どの程度の知識・技能・能力等が身についたと思いますか。 

※該当がない場合は、空白回答としてください。 とても 
身についた 

ある程度 
身についた 

どちらかと 
いえば身に 

ついていない 

身について
いない 

Ａ．教養・常識・社会のマナー、ルール ４ ３ ２ １ 

Ｂ．学科での専門的な知識・技能（普通科を除く） ４ ３ ２ １ 

Ｃ．論理的思考力（因果関係を整理し順序立てて考える力） ４ ３ ２ １ 

Ｄ．文章表現能力（文章を書く力・相手に伝わる表現力） ４ ３ ２ １ 

Ｅ．課題解決能力（問題を見つけ、方法を考え、実行する力） ４ ３ ２ １ 

Ｆ．情報活用能力（情報を収集、選択し、適切に活用する力） ４ ３ ２ １ 

Ｇ．プレゼンテーション能力（人前で発表する力） ４ ３ ２ １ 
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Ｈ．コミュニケーション能力（意思疎通を円滑にする力） ４ ３ ２ １ 

Ｉ．ディベート能力（議論・討論する力） ４ ３ ２ １ 

Ｊ．判断力 ４ ３ ２ １ 

Ｋ．主体性 ４ ３ ２ １ 

Ｌ．協調性 ４ ３ ２ １ 

Ｍ．責任感 ４ ３ ２ １ 

Ｎ．リーダーシップ ４ ３ ２ １ 

Ｏ．チャレンジ精神 ４ ３ ２ １ 

Ｐ．英会話などの語学スキル ４ ３ ２ １ 

Ｑ．パソコンなどＩＴ機器の操作スキル ４ ３ ２ １ 

問６ 問５の学校生活を通じて身につけたものの中で、「とても身についた」、「ある程度身についた」と回

答したものについて、次の場面でどの力が身についたと考えますか。該当するもの全てに〇をして

ください。 

１．授業 Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ・Ｇ・Ｈ・Ｉ・Ｊ・Ｋ・Ｌ・Ｍ・Ｎ・Ｏ・Ｐ・Ｑ 

２．総合的な学習の時間・ 
課題研究 

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ・Ｇ・Ｈ・Ｉ・Ｊ・Ｋ・Ｌ・Ｍ・Ｎ・Ｏ・Ｐ・Ｑ 

３．部活動、課外活動 Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ・Ｇ・Ｈ・Ｉ・Ｊ・Ｋ・Ｌ・Ｍ・Ｎ・Ｏ・Ｐ・Ｑ 

４．インターンシップ・ 
ボランティア 

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ・Ｇ・Ｈ・Ｉ・Ｊ・Ｋ・Ｌ・Ｍ・Ｎ・Ｏ・Ｐ・Ｑ 

Ⅳ 現在の仕事についてお聞きします。 

高校 

３年生以降 

高校 

２年生 

高校 

１年生 

高校 

入学前 

問７ 卒業後の進路を就職に決めたのはいつですか ４ ３ ２ １ 

問８ いまの職場を就職先として考えたのはいつからですか ４ ３ ２ １ 

問９ 現在の仕事に対して、次のことがらはどれくらいあてはまりますか。 

とても 

あてはまる 

やや 

あてはまる 

あまり 

あてはまらない 

まったく 

あてはまらない 

Ａ．高校で学んだことを活かせる仕事に就けた ４ ３ ２ １ 

Ｂ．希望していた業種、職種に就職できた ４ ３ ２ １ 

問１０ 問５の項目（Ａ～Ｑ）のうち、就職してから身についてきたと感じるものはどれですか。場面ごとに

お答えください。該当全てに〇をしてください。 

１．企業での実際の業務を通じて Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ・Ｇ・Ｈ・Ｉ・Ｊ・Ｋ・Ｌ・Ｍ・Ｎ・Ｏ・Ｐ・Ｑ 

２．企業での研修の機会を通じて Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ・Ｇ・Ｈ・Ｉ・Ｊ・Ｋ・Ｌ・Ｍ・Ｎ・Ｏ・Ｐ・Ｑ 

３．仕事以外の自己研鑽を通じて Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ・Ｇ・Ｈ・Ｉ・Ｊ・Ｋ・Ｌ・Ｍ・Ｎ・Ｏ・Ｐ・Ｑ 

問１１ 問５．学校生活を通じて身につけたものの中で、「とても身についた」、「ある程度身についた」と回

答したものについて、就職後に役立っていると思うものはどれですか。該当するもの全てに〇をし

てください。 

就職後役立っているもの Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ・Ｇ・Ｈ・Ｉ・Ｊ・Ｋ・Ｌ・Ｍ・Ｎ・Ｏ・Ｐ・Ｑ 
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御協力ありがとうございました。 

問１２ 問５の学校生活を通じて身につけたものの中で、「どちらかといえば身についていない」、「身につ

いていない」と回答したものについて、仕事をする中で、高校在籍中にもっと身につけておけばよかった

と思うことはどれですか。該当するもの全てに〇をしてください。 

もっと身につけておけばよかったもの Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ・Ｇ・Ｈ・Ｉ・Ｊ・Ｋ・Ｌ・Ｍ・Ｎ・Ｏ・Ｐ・Ｑ 

Ⅴ 高等学校での学びについて期待や要望をお聞きします。 

問１３ 出身高校のこれからの教育に望むこととして、次のことがらはどれくらいあてはまりますか。 

とても 

あてはまる 

やや 

あてはまる 

あまり 

あてはまらない 

まったく 

あてはまらない 

Ａ．教育内容の充実 ４ ３ ２ １ 

Ｂ．専門的な知識・技術が身につく施設・設備の充実 ４ ３ ２ １ 

Ｃ．最先端の技術、技能に触れる機会の充実 ４ ３ ２ １ 

Ｄ．インターンシップ制度の充実 ４ ３ ２ １ 

Ｅ．働くことの意義や人生設計を考えるキャリア教育の充実 ４ ３ ２ １ 

Ｆ．大学や専門学校と連携した取組の推進 ４ ３ ２ １ 

Ｇ．企業と連携した取組の推進 ４ ３ ２ １ 

Ｈ．県や市町など地域と連携した取組の推進 ４ ３ ２ １ 

Ｉ．国際感覚を身につけるための海外との交流 ４ ３ ２ １ 

Ｊ．資格取得に結び付くカリキュラム ４ ３ ２ １ 

Ｋ．同学科間、異学科間など他の高校との交流・コラボ ４ ３ ２ １ 

問１４ その他、高校での学校生活を振り返って、出身高校での教育や高等学校での学びについて、 

今後、充実や改善すべき点があれば、自由にお書きください。 

問１５ これから進路を考える中学生や、就職を考える高校生に対して、自身のキャリアを振り返り、 

アドバイスできることがあれば、自由にお書きください。
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高等学校の学びと就職に関する事業所への聞き取りについて （概要） 

○ 訪 問 先  高卒採用の実績がある県内７事業所 経営者または人事採用担当者 

〇 訪問先選定  業界団体（滋賀経済産業協会、滋賀県中小企業団体中央会、滋賀県商工会議所 

連合会等）からの推薦による 

○ 訪 問 日  令和３年(2021年)４月16日（金）・４月19日（月） 

○ 意見聴取内容  ・高卒者が身に付けていてほしいこと

（高卒者が入社時に身に付けている知識・技能・能力等で役に立つことは何か） 

・入社後、特に育成をされている知識・技能・能力等はなにか

・入社してくる高卒者のマッチングおよび入社後の適応について

・大卒者と高卒者の会社での役割について

・求職者に対して、情報発信をどのよう行っているか

・その他、感じられていること

訪問先 主   な   意   見 

１ 製造業 

（野洲市） 

・高卒よりも大卒の採用が多い。

・組立、加工などの技術系も、経理などの事務系も、普通科卒より専門学科

卒のほうが力を発揮できる。

・大学生には判断力や主体性を期待するが、高卒者には、協調性や素直さや

真面目さを求めている。

・入社後の研修は、大卒も高卒も同じように受け、教育担当が面談や相談を

しながらOJTの中で業務や技術を学ぶ。大卒との知識の差があるなら、OJT

の中で埋めていく。

・滋賀県は大手の工場が多く、就職の際もやはり知名度で企業を選んでいる

ように感じる。中小企業にとっては人材確保が厳しい。 

・インターンシップや職場見学は、実際の職場の雰囲気を掴んでもらうよい

機会と考えているので、積極的に受け入れたい。 

２ 建設業 

（彦根市） 

・求人を出しているが、応募が少ないのが現状。今のところコロナの影響は

少なく、人材不足の状況である。業界的に大卒に敬遠される傾向にある。

・高卒者には、特に教養・マナーをきちんと身につけておいてほしい。また、

最低限必要な基礎的な学力（面積の計算など）は、理解しておいてほしい。 

・入社後は、ベテラン社員に付いて、３か月単位のローテーションOJTの中

で業務や技術を学ぶ。

・インターンシップは短期も長期も歓迎。書面や面接ではわからない適性や

会社、業務を知ってもらういい機会となっている。 

・建設業もIT化が進んでおり、データやCGを駆使して業務を進めるようにな

ってきているため、IT人材の育成が必要と感じている。 

３ 卸小売・飲食業 

（彦根市） 

・毎年、多くの高卒者を採用している。

・高校で身につけておいてほしい特別の知識や能力はなく、素直に学ぶ姿

勢、目を見て挨拶ができる、きちんと敬語が使えるといった、基本的な社

会性を求めている。 

・入社後の研修の様子を見ていると、高卒者のほうが自分の殻を破って、早

くに馴染んでいるように見える。

・就職に対する覚悟の違いか、高卒者のほうが離職率は低い。

・同一労働同一賃金の観点から、高卒と大卒で扱いに差はない。むしろ、高

資料２－３ 
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３ 卸小売・飲食業 

（彦根市） 

卒で４年勤務経験を積めば、大卒の年齢時には大きな経験の差になると考

えている。 

・仕事に必要なExcelやマクロ、関数などのパソコン操作は、入社後に学べ

ばよい。パソコンやスマホが当たり前にある世代であり、対応は早い。

４ 農林漁業 

（米原市） 

・採用は大卒者のほうが多いが、コンスタントに高卒者も採用している。

・これまでは、農業科出身者を採用することが多かったが、今年度は、普通

科卒と総合学科卒を採用しており、農業科以外の学校訪問も行うようにし

ている。

・高卒者には、挨拶、マナー、前向きな姿勢など人間性の部分を求めている。

スキルとしては、基本的なパソコン操作と、業務遂行上、自動車免許の取

得が望ましい。運転免許については、入社までに取得できるように学校と

しても配慮いただけるとありがたい。

・高校生だからといって勉強だけにならず、部活やスポーツなど様々な経験

を通して広い視野を持てるようにしてほしい。 

５ 運輸通信倉庫業 

（彦根市） 

・高卒、専門卒、大卒と幅広く採用している。公共性が高い事業のため、土

日や9時・17時といった勤務でないため、敬遠されがちで人材不足である。 

・高校において教育として習う専門性と、社会に出てビジネス上必要となる

専門性には一定乖離があると感じている。職業上必要となる専門性の育成

は、入社後、企業がきちんと教育していく責務がある。高校では、その基

礎となる部分をしっかり身につけておいてほしい。 

・社会に出れば、いろいろな人と関わりながら、仕事を進めることになるの

で、学校教育でも多くの人と接する経験や人間性を育むことを重視してほ

しい。

・インターンシップや職場見学に参加し、実際に業務に触れ、ある程度、仕

事や会社を理解した上で、就職しないと離職率が高くなる傾向がある。

６ サービス業 

（大津市） 

・高卒者を積極手に採用するようにしている。高卒者のほうが、ベースが真

っ白で何事でも吸収が早い。

・専門学科卒であっても普通科卒であっても関係なく、本人のやる気と、サ

ービス業で働きたい動機を大切にしている。

・サービス業は、従業員そのもの人となりが商品であり、サービスになる。

OJTを繰り返し、経験、場数を踏んで体に染み込ませていくことが必要。

・高校で身につけておいてほしいことは、敬語、挨拶、相手の顔を見て話す

といった人としての当たり前の部分、所作である。 

・サービス業の華やかな部分だけを見て就職しても長続きはしない。介護職

のような志しが求められる。 

７ 福祉(介護職) 

（長浜市） 

・資格を取得し入社してくるため、即戦力となっている。高校では実習もあ

り、就職後のイメージもある程度できていると思う。

・現場では、記録や報告などの事務作業も多く、パソコンを必要とする業務

も多く、仕事で使える操作スキルは身につけておいてほしい。

・人相手の仕事であるので、人と話すこと、自分の気持ちを伝えることなど、

コミュニケーション能力を大切にしている。 

・入社後は、プリセプター（指導者）がつき、OJTの中で育成、サポートし

ていく。

・今後は、外国籍の方の介護も増えることが考えられるため、外国語による

コミュニケーションも求められるようになると思う。
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滋賀県産業教育審議会 第３回会議資料 各学科における学びの在り方について 

観点１ Society5.0社会に対応した人材育成について、２つの方向性から考えられる、それぞれ

学科らしい学び、提供すべき学習内容、体験、活動 

※ 滋賀県の目指す方向（SDGs、MLGs、しが CO2ネットゼロ）を意識し、滋賀県らしい産業

教育の展開

方向性① 

SDGs、持続可能な社会の実現、滋賀県版 SDGs である MLGs の推進できる人材、社会的課題を

起点にした学び、技術の習得、態度の醸成 

（１）農業学科 

農業の専門学習を通し、持続可能な社会の実現を目指すために、関連大学・関連企業・地

域農団体や生産者と共に持続可能な開発目標（SDGs）を推進する。 

Society5.0人材に必要な創造性と専門スキルの基礎基本を身につけながら、農業の見方・

考え方を学び、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、地域や社会において健

全で持続的な発展を担う職業人として必要な資質や能力を育成する。 

＜具体的な取組＞ 

○課題研究（総合的な探究の時間）

農業生産に係る技術、連携活動や地域農業の課題など様々なテーマで技術改善や調査・

研究を行う。 

○地域貢献活動

農業学習を活かし、地域において各種の講座や共同栽培等を行い、農業技術の改善と環

境に配慮した農業の普及活動を行う。 

○地域の農業教育拠点校としての役割

日々の農業学習を通して、地域農業のセンター機能的役割を果たし、地域農業の現状把

握、農業技術の普及活動を行うことや環境と調和のとれた農業生産活動を普及・推進する。 

（２）工業学科 

SDGs および MLGs の目標設定である持続可能でよりよい社会の実現に向け、AI や IoT 技術

を活用し、創造力、協働力、挑戦する力などの実践力とリーダーシップを兼ね備え、社会で

活躍するスペシャリストを育成する。 

＜具体的な取組＞ 

○「ものづくり教育」をとおした基礎基本の定着

基礎的基本的な学習の定着と、職業人としての基礎的基本的な資質能力を身につけさせ

る。基礎的基本的な知識･技能の修得、生活習慣の確立、社会人としてのマナーを身につけ
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させ、自分の将来を見通し、働く意義や生きがいを持ち、心豊かな生活をするキャリア教

育を推進する。 

○専門性を備えた人材育成

 Society5.0社会に対応できる情報活用能力を育み、専門的な知識や最先端の技術の学び

を深める教育を推進する。探求型学習を行い、幅広い知識や技術を基に、課題の解決や新

たに創造する活動に取り組む。学びに向かう力、他者と協働する力などを身につけさせ、

専門性スキルを醸成する。 

○ICT技術を活用したグローバル化

 全国の工業高校や海外の工業系学校さらに大学・企業と連携し、グローバルな視点で「も

のづくり」の学びを深める。AI技術、ロボテックス技術、情報リテラシーなどを総合的に

学び「ものづくり」から生み出される新たな価値を創造できる力を高める。 

（３）商業学科 

経済活動の中で、特に教科「商業」で取り扱う生産、流通、消費について、トータルで SDGs

の観点から学ばせる取り組みを行う。 

＜具体的な取組＞ 

○生産 for SDGs

モノづくりにおける環境負荷をいかに低減し、持続可能な生産活動を実現するか。モノ

づくりの現状と課題を商業の観点から調査研究分析し、提言する。 

（対象科目「商品開発と流通」「ビジネス・マネジメント」「課題研究」） 

○流通 for SDGs

卸小売、運送、倉庫といった流通活動における環境負荷をいかに低減し、持続可能な流

通活動を実現するか。流通の現状と課題を商業の観点から調査研究分析し、提言する。 

（対象科目「商品開発と流通」「ビジネス・マネジメント」「課題研究」） 

○消費 for SDGs

フードロスやプラごみなど消費における環境負荷をいかに低減し持続可能な消費活動を

実現するか。消費における現状と課題を調査研究分析し、提言する。 

（対象科目「マーケティング」「ビジネス・マネジメント」「課題研究」） 

（４）家庭 

学校家庭クラブや課題研究、専門科目の学習などによって、近接学科と連携し発展的な内

容について課題を設定、研究を行う講座を設置し、教育課程に位置づける。 

＜具体的な取組＞ 

○福祉科との連携

高齢者、子どもを巡る問題等について課題の共有を図り、お互いが取り組むべき内容に

ついて意見交換し、研究テーマを設定する。 

○農業科、福祉科との連携
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食生活を巡る問題について課題の共有を図り、お互いが取り組むべき内容について意見

交換し、研究テーマを設定する。 

（５）福祉 

課題研究、専門科目の学習などによって、近接学科との連携し発展的な内容について課題

を設定、研究を行う講座を設置し、教育課程に位置づける。 

＜具体的な取組＞ 

○家庭科との連携

高齢者、子どもを巡る問題等について課題の共有を図り、お互いが取り組むべき内容に

ついて意見交換し、研究テーマを設定する。 

○工業科、家庭科との連携

介護機器、保育玩具の製作 

方向性② 

  琵琶湖を預かる環境先進県としての産業教育、学び、しが CO2ネットゼロを推進できる人材 

（１）農業学科 

＜具体的な取組＞ 

○環境こだわり農業（滋賀県環境こだわり農業推進条例）の推進

湖国の農業の健全な発展と琵琶湖等の環境を保全することを目指し、化学的に合成され

た農薬や肥料の使用を削減するなど環境への負荷を低減し、農業の有する自然循環機能を

高め、より安全で安心な農産物を消費者に供給する取り組みを推進する。 

○ＧＡＰ教育、ＨＡＣＣＰ等教育の推進

食品の安全を確保し、環境保全、労働安全等の持続可能性を確保するための生産工程管

理の取組を推進し、製品の安全性を確保する衛生管理の手法を取り入れる。 

（２）工業学科 

＜具体的な取組＞ 

○SDGs の実現と Society5.0 社会において、よりよい社会の実現に向け、社会が変化し技術

開発が進む中で、エネルギー供給に関する課題がある。また、大量生産・大量消費の生産性

を重視する時代から、持続可能な消費と生産性が注視され、付加価値ある製品の生産時代へ

と変化している。AIや IoT技術を活用する産業界の変化を、正確に情報を得て、経済活動と

教育をつなぐ必要がある。工業高校での学びにおいて、産業技術の発展と環境問題、エネル

ギー問題との関わりをテーマに、地球温暖化、環境負荷を低減させる生産、資源やエネルギ

ーの効率化など、未来を見据え課題解決に向け生徒の学びを深める教育を推進する。 

また、近江商人の「三方よし」の経営理念は、職業人として製造者、消費者、社会貢献を

考えた、ものづくり教育を進める題材となる。琵琶湖の自然環境との共存を見つめ、CO2排出

量を制限したものづくり教育を推進する。 
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（３）商業学科 

＜具体的な取組＞ 

○美しく輝く琵琶湖で輝く滋賀を実現する。[ MLGs ４ 水辺も湖底も美しく ]

教科「商業」では、私たちの消費活動に着目し、水辺に散在するごみの問題や排水が琵

琶湖の水環境に与える影響等を調査・研究・分析し、改善に向けての提言をする。 

（対象科目「課題研究」「ビジネス・マネジメント」） 

○美しい琵琶湖でにぎわう滋賀を実現する。

母なる湖「琵琶湖」から生み出される衣食住を活用して、生活に根付いた観光によりに

ぎわう滋賀を実現するための滋賀の良さの発見とそれを生かす方策について学び、提言す

る。 

  （対象科目「観光ビジネス」「課題研究」） 

観点２ 地域や産業界と連携した産業教育について、実態社会との調和を意識した産業・経済全

体を俯瞰した学科らしい学びを提供するために、これまでの連携の枠を超えた学び、協働

の形や接点が求められるか 

（１）農業学科 

＜具体的な取組＞ 

○小学科の専門学習を活かした地域や関係団体との連携

中・上級学年では小学科ごとに専攻分野を配置し、より専攻分野に特化した農業学習を

行い、学習内容を活かせる地域や関係団体との連携を図り、協働による課題解決学習を展

開する。 

○地産地消・６次産業化を目指した取組

上記の専攻分野同士が連携を図り、生産から加工、流通へと結びつける小学科を越えた

取組を行い、地産地消や６次産業化を推進する。 

○異業種との連携

農業学習で身につけた基礎基本を活かし、異業種との連携・協働を図り、特産物や新商

品の開発を目指した学習活動を展開する。 

（２）工業学科 

＜具体的な取組＞ 

○地域との連携と社会貢献

関連企業・大学・地域との連携を深める。外部講師の招聘、インターンシップ等の連携

事業を更に進化させ、経済団体等の産業界を核に、地域の産官学の関係者と工業高校関係

者が一体となり、滋賀の産業を担う技術者としての人材育成を行う。工業高校３校合同で

コンソーシアムを構築し、長期のインターンシップ、滋賀県版デュアル・システム、海外
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インターンシップなど企業と連携し実社会での学びを深める。連携事業は最先端の知識や

技術力の育成だけでなく、コミュニケーション能力や、チームで課題を解決する協働性、

リーダーシップなど実社会で求められる職業人としての資質能力を高めることができる。

小中学校との連携事業(出前授業や文化祭交流)を充実させるとともに、地域イベントへ

参加し、工業高校の生徒が活躍する場を広げ、地域へ発信する。 

地域の清掃活動で回収したゴミや、実習で出た金属や樹脂系のごみ、廃薬品などの成分

について学習し、環境に及ぼす影響や処理方法などについて理解を深めるとともに、地域

と一体になり環境問題における課題について学習し、解決をめざす。 

地域の防災に携わることにより防災施設・設備、人工衛星や気象レーダーなどのデータ

活用などを学習し、防災への意識を高め、地域とつながりを深める。 

（３）商業学科 

＜具体的な取組＞ 

○商業高校生として滋賀で学び滋賀の良さを発見し伝える「滋賀再生プロジェクト」

生産、流通、消費を担う地元企業と高校生、大学生、大津市、県等が連携し、年間数回

にわたってフォーラムを開催し、それぞれの立場での意見交換を行うとともに、現場での

調査研究を通して学習したことをもとに高校生としてのアイディアをまとめ、研究成果を

発表する。 

（対象科目「課題研究」） 

（４）家庭 

＜具体的な取組＞ 

○家庭科の専門学科としての学びを事業につなげる取組

家庭科の学習はそもそも様々な科学の応用、発展学習であることから、カリキュラムに

位置づけ、県内の他の専門高校、大学や行政、企業と連携し、同一のテーマで役割分担を

行うなど共同研究の取組を推進する。 

各個人のホームプロジェクトや学校家庭クラブ活動について優れたものを、高校生の取

組として一元管理し、他の専門高校や大学や企業、行政の研究活動に対して情報提供でき

るようにする。 

高校と社会（大学・企業・行政等）をつなぐコーディネーター。 

（５）福祉 

＜具体的な取組＞ 

○福祉科の専門学科としての学びを事業につなげる取組

福祉科の学習は様々な科学の応用、発展学習であることから、カリキュラムに位置づけ、

県内の他の専門高校、大学や行政、企業と連携し、同一のテーマで役割分担を行うなど共

同研究の取組を推進する。 

課題研究の取組成果を、他の専門高校、大学、行政、企業と共有できる仕組みを作り、

共同研究のためのコーディネートを行う機関を設定する。 
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観点３ 上記の２つの観点を支えることのできる教員の資質向上の方策、人材確保に必要なこと 

（１）農業学科 

＜具体的な取組＞ 

○校内での研究活動

 専門教員による 1 人１研究を推進し、校内研究発表会を開催することで、農業技術の深

化、技術の継承を図る。 

○外部研修の受講

関係外部団体が開催する各種の研修会や講座への積極的な参加を促し、学んだ知識・技

術を校内で共有し専門教員としての資質向上を図る。 

○関係資格取得の推進

 法的に裏付けされた資格取得を推進し、生徒への学習の深化を図ると共に安全・安心な

専門学習を展開する。 

（２）工業学科 

＜具体的な取組＞ 

○Society5.0時代に必要とされる、情報活用能力、データリテラシーを高め、ICTや EdTech

を効果的に活用し、専門的知識や技術力を高める指導を行い、教員一人ひとりが生徒の学び

を引き出す柔軟な指導ができる組織体制づくりが必要と考えます。また、教員が自己の資質

能力を高めるため、研修に費やす時間が確保できる体制づくりも必要です。 

教員の人材確保については、教職の魅力を高め、教師を目指す人材を増やすことが必要で

す。学校における働き方改革を推進するとともに、教師の処遇の在り方等について、教職に

係る広報の充実を図り、学校教育の魅力を発信する必要があります。 

  また、民間企業に所属しながら、学校教育に各専門家が参画しやすいシステムがあると、

地域の技術者と協働し、生徒の様々な学びの向上につなげることができると考えます。学校

と地域の人材をつなぐコーディネート委員や人材バンクの体制があると人材確保につながり

ます。 

（３）商業学科 

＜具体的な取組＞ 

○教員の資質向上

産業現場や行政機関等における現状や課題について、高校の教員が学ぶ場が必要である。

教員を民間企業へ派遣して研修させるだけでなく、教員が学校現場で指導を行いながら、

その指導のための知識やそれを指導するためのスキルを同時並行で身につけるための学び

の機会を確保する必要がある。 

○人材確保

産業界や行政機関、大学等の各分野での専門家を講師として招いて高校生に講義をして

いただくために、校長の裁量で、ある程度自由に活用できる予算措置が必要である。 
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（４）家庭 

＜具体的な取組＞ 

○教員も生徒も学校だけでなく、大学や企業、行政の人材との交流や現場の経験の機会を増

やすこと。

○校内外で専門的な学びが生かせる機会を増やす。

○人材バンクの設立：テーマ設定し、講座を担当できる人材を募る。

（５）福祉 

＜具体的な取組＞ 

○教員も生徒も学校だけでなく、大学や企業、行政の人材との交流や現場の経験の機会を増

やすこと。

○校内外で専門的な学びが生かせる機会を増やす。

○人材バンクの設立：テーマを設定し、講座を担当できる人材を募る。
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推薦選抜
スポーツ・
文化芸術
推薦選抜

特色選抜 一般選抜

R3実施校数 33校 19校 15校
49校

（全44・定5）
1校

R3受検状況

・受検者数
2,285名

・入学許可予定者数
1,966名
（スポ文を含む）

・受検者数
144名

・入学許可予定者数
132名

・受検者数
3,827名

・入学許可予定者数
1,118名
（スポ文を含む）

・受検者数
6,712名

・入学許可予定者数
5,860名

（以下、二次選抜）
・受検者数
99名

・入学許可予定者数
87名

・受検者数
127名

・入学許可予定者数
127名

（以下、二次選抜）
・受検者数
19名

・入学許可予定者数
19名

出願条件等

志望する動機が明確
であり、出願先高等
学校が示す推薦要件
にふさわしく、適
性、興味･関心およ
び学習意欲を有する
者のうち、中学校長
の推薦を受けた者。
出願は、１人１校、
１課程、１学科また
は１科限りとする。

志望する動機が明確
であり、出願先高等
学校が示す推薦要件
を満たし、適性、興
味･関心および学習
意欲を有する者のう
ち、中学校長の推薦
を受けた者。出願
は、１人１校、１課
程、１学科または１
科限りとする。

志望する動機が明確
であり、適性、興
味･関心および学習
意欲を有する者。出
願は、１人１校、１
課程、１学科または
１科限りとする。

出願は、１人１校、
１課程、１学科また
は１科限りとする。
ただし、出願しよう
とする県立高等学校
の同一の課程に２つ
以上の学科または科
が置かれる場合に
あっては、これを第
２志望または第３志
望とすることができ
る。

他の課程および県立
高等学校との併願は
できない。

入学定員に
占める割合等

募集定員の専門学科
50％、総合学科
40％、普通科30％を
上限として教育委員
会と協議し決定

推薦選抜・特色選抜
の募集枠の50％を上
限とし、実施校が、
１指定競技・種目・
部門につき10名以内
で設定

募集定員の専門学科
50％、普通科30％を
上限として教育委員
会と協議し決定

募集定員から推薦・
特色・スポーツ・文
化推薦選抜の合格者
数を除いた人数

別に定員を示す。
(320名）

選抜方法
の概要

出願先高等学校長
は、中学校長から提
出された個人調査報
告書および推薦書等
の内容ならびに面
接、作文または実技
検査の結果を資料と
して、総合的に判定
し、推薦選抜におけ
る入学許可予定者を
決定するものとす
る。

出願先高等学校長
は、中学校長から提
出された個人調査報
告書およびスポー
ツ・文化芸術推薦選
抜推薦書等の内容な
らびに各検査の結果
を資料として総合的
に判定し、スポー
ツ・文化芸術推薦選
抜における入学許可
予定者を決定するも
のとする。

出願先高等学校長
は、志願者から提出
された志願理由書お
よび中学校長から提
出された個人調査報
告書等の内容ならび
に口頭試問、小論
文、総合問題または
実技検査の結果を資
料として、総合的に
判定し、特色選抜に
おける入学許可予定
者を決定するものと
する。

出願先高等学校長
は、個人調査報告
書、学力検査実施教
科等の成績を資料と
して、高等学校教育
を受けるに足る者を
選抜し、入学許可予
定者を決定するもの
とする。

出願先高等学校長
は、提出された個人
調査報告書および面
接の結果を資料とし
て、総合的に判定
し、入学許可予定者
を決定するものとす
る。

主な日程

次頁の
流れを参照

１月末　出願
２月上旬　検査
２月中旬　合格通知

１月末　出願
２月上旬　検査
２月中旬　合格通知

１月末　出願
２月上旬　検査
２月中旬　合格通知

２月末　出願
２月末～３月上旬
出願変更
３月上旬　学力検査
３月中旬　合格発表

３月中旬　募集
３月中旬　合格発表

滋賀県立高等学校入学者選抜の概要

全日制課程・定時制課程

通信制課程

資料２－５
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滋賀県立高等学校入学者選抜の主な流れ 

全日制課程・定時制課程 

通信制課程 
月 

推薦・特色選抜 

スポーツ文化推薦選抜
一般選抜 

１ 

２ 

３ 

出 願 

[実技検査] 

出 願 

出願変更 

学力検査 

入学許可 
予定者発表 

入学許可 
予定者発表 

推薦選抜 
特色選抜 
スポーツ・文化
芸術推薦選抜

入学許可 
予定者通知 

二次選抜 
出  願 

二次選抜 
検 査 

二次選抜 
発 表 

募 集 

入学許可 
予定者発表 

二次選抜 
募 集 

二次選抜 
発 表 

追検査 

追 検 査 
発 表 
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人間力の向上、技術を身につける

○築き上げてきたものを継承し新たな価値を創出していく力を育成する
持続可能なシステムを構築する。
○Society5.0時代における、DX等新しい技術革新にも対応できる
“人財”を地域の多様な主体の共創により育成していく。

令和３年度 マイスター・ハイスクール事業

変化への挑戦(Challenge for Change)～進取の気性を生かし持続可能な新たな地域産業を共創できる技術人財の育成～

管理機関名（滋賀県教育委員会/彦根商工会議所/彦根市）、滋賀県立彦根工業高等学校

彦根工業高校

事業
概要

マイスターHSビジョンの策定
マイスターHS運営委員会・事業推進委員会
の設置
➊ものづくりの歴史、近江商人の哲学(進取
の気性・三方よし等）、滋賀の起業人を知る

➋最先端技術と企業における人材育成
➌基本的ものづくりの知識、スキル、
国際意識の向上

➍持続可能な社会を考えるⅠ：
地域・地場産業の現状と社会的課
題を知る

マイスターHS・CEOを教頭（常勤）として配置
産業実務家教員を教諭（常勤）として配置
➊社会解決型ビジネスの展開について経営
者から学ぶ
➋資格取得の推進による自己肯定感の向上・
視野を広げる

➌最先端技術の活用：ドローン、プログラミン
グ等に触れる
➍持続可能な社会を考えるⅡ：
地域の特性や強み、社会的
課題解決方法を模索する

・絶えず革新し続ける最先端技術と滋賀の風土が培ってきた伝統産業等の
技と心を生かし、地域産業界と彦根工業高校が一体・同期化し、郷土愛に
あふれた人財の育成によって地域を活性化させる。

・産官学と一体となった
カリキュラム研究

事業の評価検証・改善、自走化方策の策定

➊生徒による成果発表会の準備・企画
・運営
➋資格取得の成果集大成：
自己肯定感の向上
➌最先端技術の獲得：産業界と連携して
DX、IoT等、ICT技術を習得する
➍持続可能な社会を考えるⅢ：
ビジネスモデル提案と
地域との連携

・グローバル市場への展開
・環境や安全・安心にこだわったものづくり
・伝統的な地場産業の維持・発展・地域に対する誇り
・「新たなチャレンジ」がしやすいまち
・社会的課題をビジネスで解決
・「人」を中心においた、先人から受け継ぐ挑戦し続
ける精神

・マイスターHS・CEO
・産業実務家教員
・最先端技術
・彦根デジタル/ｽﾏｰﾄ･
ﾊﾞﾚｲ構想の推進

滋賀県
教育委員会

環びわ湖大学・地域コンソーシアム
（滋賀県立大学、滋賀大学等）

本事業でめざすSDGｓ目標

地域産業界
彦根商工会議所

自

走

化

事
業
目
標

事

業

概

要

起業家精神・最新技術に触れる 成果の普及

◎

全国フォーラムを主催
マイスター・ハイスクール

ハブ校として
全国に成果普及

研究成果の
実証・改善の継続

立地

学校

風土

「ものづくりはひとづくり」という教育理念のもと、ものづくりのスペシャリストを養成
し、経済界、産業界、政界に多くの有為な人財を輩出している創立100年の伝統校。

人、もの、情報が盛んに行き交う中で、国内外との交流により進取の気性などが培われ、
地域の特色ある文化や地場産業が形成。

古来より近畿圏・中部圏・北陸圏の結節点として位置づけられ、東海道新幹線、名神高速
道路等が通り、阪神・中京の大工業地帯へのアクセスも良い交通の要衝に立地。

『人間力の向上』『基本的知識・スキルの向上』『変化をチャンスに転換する力』

・地域産業の変化をチャンスにできる力を養う。

地域産業の未来像
・ICT＆歴史都市
・伝統技術の伝承
・起業家のまち
・ものづくり市の確立
・デジタル化の推進

・循環型社会実験の実践により、社会的課題を付加価値に転換できる想
像力・創造力を醸成する。

・市内の高等教育機関（県立大学工学部・環境科学部、滋賀大学データサイエ
ンス学部）等とビッグデータ分析などICT・デジタル教育で連携を図る。

資料２－６

31



32



33



34



35



36



37



38




